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巻 頭 言
昨年の「主婦の友」や「論座」に続いて，今年も「編集会議」「広告批評」「就職ジャーナル」「諸
君！」「マリクレール」と雑誌の休刊が相次いでいる。誌名からも明らかなように，休刊の続出は
特定のジャンルに限った現象ではなく，休刊誌数自体が増加しているらしい。評論家小田光雄氏のサ
イト「出版状況クロニクル」には出版科学研究所による今年上半期についての調査が紹介されている
が，その報告によれば上半期だけで過去最高の119誌が休刊し，推定販売金額も前年度比52％減だっ
たとされている。しばしば指摘されている雑誌の低落傾向はこうした数字からもうかがえるようである。
もちろん雑誌全てが低迷しているわけではなく，多くの雑誌が苦境に陥っている中で，発行部数を
かなり伸長させた雑誌も出現している。当然のことながら，不況下であっても部数増を果たした雑誌
への関心は高く，例えばMSN産経ニュース（5月26日）掲載の「雑誌 売れるワケ，売れないワケ
『読者目線』で明暗」のように，部数増の要因を探る動きも見かけられるようになった。この記事
では，部数を伸ばした雑誌として宝島社の女性ファッション誌「InRed」「sweet」と「週刊東洋経済」
「週刊ダイヤモンド」が紹介され，読者増をもたらした背景に「読者目線」に立った誌面作りがあげ
られていた。
ただし「読者目線」に立つ点では評価されながら，女性誌と経済誌が捉えた「読者目線」は大きく
異なっている。女性誌2誌が展開したのは，付録を付け価格と頁数を変動させる大胆な編集戦略であ
り，購買意欲を刺激する「お得感と新鮮さ」により部数が前年比の倍増や65％増にまで拡大させたと
される。一方「週刊東洋経済」については，タイムリーな経済問題や生活に密着した事項を特集に組
み，質と量の両面から情報を提供できたことが評価されたと発行元の担当者は語っている。読者の関
心をみ取り，情報を集中的に掘り下げていく姿勢が，読者増に働いたのであろう。
記事では「週刊東洋経済」の特集について「新聞やネットには負けないボリュームと質」を目指し
たとの担当者のコメントも紹介されている。読者を増やした雑誌には，他メディア特にネットとの違
いが強く発揮されているのではないか。女性誌では，デジタル情報からは得られない触感が与えられ，
経済誌の場合は速度よりも専門性を深めた情報提供が歓迎されている。9月より小学館の「サライ」
が月2回発行から月刊に移行するのも，やはりネットとの差を意識したためらしい。博報堂DYメディ
アパートナーズの「メディア定点調査2009」によれば，雑誌利用時間はほんのかながら昨年よりも
増えている。雑誌利用は減少の一途をっているわけではないようだ。デジタル情報と競合しつつ，
媒体としての可能性を模索している雑誌の姿に注目していきたい。
（近代文化研究所長 猪熊 雄治）
